
紅茶の発祥地は中国！！  

中国紅茶のご紹介 
 皆さんは紅茶の発祥地が中国だということをご存じでしたか？ 

 アフタヌーンティーなどの文化に代表される西洋文化として広く知られている紅茶ですが、 

 実は紅茶も中国から生まれているんです。今回は中国で作られている代表的な紅茶をご紹介します。 

 中国の紅茶はどれも渋みがおとなしく飲みやすいのが最大の特徴です。 
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「祁門紅茶」 キームン 
安徽省産。世界三大紅茶（ウバ・ ダー

ジリン・キーマン）の一つ。 

「祁門香」と呼ばれる花と蜜を合わせた

ような甘い香りが特徴。 

 

「九曲紅梅」 キュウキョクコウバイ 

浙江省産。中国で最も有名な緑茶、龍

井茶（ロンジンチャ）の茶葉で仕上げた

紅茶。ふんわり柔らかく心地よい後味

が特徴。 

 

「寧紅紅茶」 ネイコウ 

江西省産。細長い茶葉でお茶の色は

淡い紅色、気品高い繊細な香りと後味

に甘みを感じる柔らかい口当たりが特

徴。 

 

「正山小種」 ラプサンスーチョン 

福建省産。紅茶の元祖として君臨する

のがこのお茶です。 

上品な燻香を持つタイプと強烈な燻香

を持つタイプがあります。 

「英徳紅茶」 エイトク 

広東省産。味わいはすっきりしていて 

渋みも少なく、飲みやすいのが特徴 

です。 

 

「滇紅金芽」 テンコウキンメ 

雲南省産。プーアル茶の故郷、雲南省

で大葉種茶葉を用いて丁寧に作られ

た金芽（ゴールデンチップ）を多く含む

紅茶です。 

 

「滇紅紅茶」 テンコウ 

雲南省産。ナッツのような香りを持ち、

深みのある味わいとまろやかさ、渋み

の少ない口当たりと金毫が作り出すと

ろみが特徴。 

 

 

「蜜香紅茶」 ミッコウ 

独特の蜂蜜のような香りと甘みを持つ
紅茶が作られました。東方美人茶と同
じウンカが発生する6月ごろに摘採：製

茶されます。その過程で茶葉に変化が
起きて特別な茶葉となります。 

◆フレーバーティー［英徳紅茶ベース］ 

「ライチ紅茶」 
広東省産 

楊貴妃が好んだライ

チの果汁で香りづけ

をした紅茶。 

「メイクイ紅茶」 
広東省産 

ほのかで可憐なローズ 

の香りが心地よい紅茶 

です。 

 

「桂花紅茶」 
広東省産 

桂花の優しい甘い香りと、

口当たりの柔らかい味わ

いが特徴。 

◆中国紅茶のラインナップ 

人気№１!! 

代表格！！ 

◆台湾紅茶 


